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今回 の発表 はグ ラフ ィックデザイ ンにおけ
る写真 と題 し,フ ァッシ ョン写真家 リチ ャー
ド・アヴ ェ ドン(1923～)を糸 口に,1960年
代 を経て,フ ァッシ ョン雑誌 において,そ の
モダ ンデザイ ンが一っ の崩壊 に至 ることの指
摘 を試み る。
アメ リカで は,1930年代か ら 〈ライ フ〉 を
代表 とす るよ うな大型大衆雑誌 の創刊 が相次
ぎ,そ の 中で代表的な フ ァッシ ョン雑誌 は,
〈ヴ ォー グ〉 や 〈ハーパース ・バザー〉であっ
た。戦後,こ れ らの フ ァッシ ョン雑誌 は互 い
に競 いあい,フ ァッシ ョン雑誌 は,写 真家 の
活躍す る重要 な舞台 にな る。 このよ うな状況
を背景 に登場 したファ ッシ ョン写真家 の一人
が アヴェ ドンであ る。
アヴェ ドンは,1944年に,ニ ュースクール ・
フォー 。ソー シャル 。リサーチのデザイ ン ・
ラボラ トリーに入学する。この時,教 鞭をとっ
て いたア レクセイ ・ブロー ドヴィッチに見 い
だ され た ア ヴェ ドンは1945年に弱冠21歳で
くハ 　パ ース ゜バザー〉 の専属写真家 となる。
Oブ ロー ドビッチ と構成主義
i
ア レクセ イ ・ブ 囗一 ドビッチ
「マルテ ィニ」1926
ロシア革命 によ り,1920年に フランスに亡
命 したア レクセイ ・ブロー ドビッチ(1889～
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1971)は,パリで ロシアバ レエのポス ター,
テキスタイル,舞 台装置のデザイ ンを手 がけ,
前衛芸術家達 のサ ークルに出入 りし,デ ィア
ギ レフ,ニ ジ ンスキー とい った ロシアバ レエ
の人 たちや マ ン ・レイ,フ ェルナ ン ・レジェ,
ル ・コル ビジェといったモ ダニズムの芸術家
と交流 して いる。
1930年にブロー ドビッチは,教 員 と してア
メ リカに招かれ,1934年か らはハーパース ・
バ ザーの編集者カーメル ・スノーの もとで アー
ト・デ ィレクターに就任 する。 ブロー ドビッ
チは,カ ルチェ=ブ レッソン,ブ ラ ッサイ,
マン ・レイなどの有名な写真家を用い,リチャー
ド。アヴェ ドン,ア ー ビング ・ペ ン,ロ バ ー
ト・フラ ンクな どの後 に大物 となる多 くの新
人を育成 した。 ブロー ドビッチの1920年代 の
モダニズムの理念に もとつ く写真 の レイアウ
トと トリミングはアヴェ ドンの写真 に も影響
を与えて いった と思 われる。
Oム ンカ ッチ と近代写真
アヴェ ドンが視覚 コンサル タン トと して参
加 した1957年の映 画 『ファニー ・フェイ ス
(邦題 ・パ リの恋人)』は,ア ヴェ ドン自身 が
語 るように,ハ ンガ リー出身 の写真家 マーチ
ン ・ム ンカッチ(1886～1963)のアヴェ ドン
への影 響が表れている映画 である。
この ム ンカッチの同世代で 同 じハ ンガ リー
出身者 に は,ア ン ドレ ・ケルテス,ブ ラ ッサ
イ,モ ホイ=ナ ジがいる。 ム ンカ ッチとモホ
イ=ナ ジの写真 を見比べ ると,真 上,真 下 か
らの奇 抜なア ングル,画 面 の幾何学的構成 と
いう共 通点 が見 いだせる。
1920年代後半 の ドイツのフォ トジ ャーナ リ
ズムで活躍 していたム ンカ ッチは,1933年に
アメ リカに渡 った際 に,ハ ーパ ース ・バザ ー
のカーメル ・スノーにより,初めてファッショ
ン写真 の撮影 を依頼 される。 ム ンカ ッチ はこ
こで,フ ォ トジャーナ リズムの手 法で ある小
型カメラによるスナ ップショッ トをファッショ
ン写真 に応用す る。 これによ り,着 せかえ人
形のよ うにポーズを とるモデルで はな く生 き
生 きとした表情でモデルが動 き回 るファッショ
ン写真が登場す ることになる。1934年にハ ー
パー ス ・バザーのアー トディレクターにブロー
ドビ ッチが就任す ると,ム ンカ ッチの動 きの
ある写真 は,ブ ロー ドビッチのモダ ンデザイ
ンによる紙面構成 によってハーパ ース ・バザー
の紙面を飾 るようにな った。 こうして1920年
代の ドイッにお ける一連 のモ ダニズムの造形
思想 に基づ く写真とデザインがアメ リカのファッ
ション雑誌 に持 ち込 まれたのである。
Oア ヴェ ドンとモダニ ズムの造形思想
1950年代 の初 めより,ア ヴェ ドンはブ ロー
ドビッチのモダ ンデザ インとム ンカ ッチの ド
イッのモ ダニズムの写真の影響の もとで,自
らのスタイルを作 り上 げて いった。 白い背 景
紙 の前で動 きを利用 し,大 胆な トリミング,
ファッシ ョンのパ ター ンの平面性 を活 か した
写真が,ハ ーパ ース ・バザ ーの表紙や紙面 に
掲載 され る。 そ して1950年代終 りまでに,白
い背景,強 烈 な人工照明,ま た時 にはクロー
ズア ップを用 いるアヴェ ドン自身の トレー ド





○フ ァッシ ョン雑誌 の矛盾'
ジャン=ク ロー ド・ルマニ ーは,『 自 らを
確信で きない写真』 の 「フ ァッシ ョン写真 の
矛盾」 において,ブ ロー ドビッチ は,広 告 や
雑誌 のために撮影 されたフ ァッシ ョン写真 と
ファ ッション写真家 ではない写真家達 の作 品
も同時に掲載 していた と指摘 して いるが,プ
ロー ドビッチはファッション雑誌を単なるファッ
シ ョン雑誌 として終 らせ るので はな く,芸 術
雑誌 としての ファッション雑誌 と もいうべ き
ものを追求 していたのではないだ ろうか。
しか しなが ら,1950年代か らモダニズムの
芸術がその前衛性 を弱め始 あると,こ の よう
な編集方針 は矛盾す るよ うに見 えて くるもの
となる。だが この矛盾 こそが,フ ァシ ョン雑
誌 を非常 に創造 的な現場 とし,さ らにフ ァッ
ション写真を ファ ッシ ョンの単 なる記録 に終
らせ なか ったアヴェ ドンのよ うな写真家 を生
んでいったのだ ろう。 さっそ うと活躍 しなが
らも,フ ァッシ ョン写真 と芸術 として の写真
の間の矛盾 に苦 しんで いる写真家 はまるで ミ
ケ ランジェロ ・ア ン トニオー二の1967年の映
画 『ブロー ・ア ップ(邦 題 ・欲 望)」 の主人
公のよ うだとルマニーが指摘 す るよ うに,こ
の映画 の主人公 は,そ の ままアヴェ ドンの姿
とも重 なるよ うに思 われ る。
さ らに1968年までには,フ ァッション写真
が もはや写真家達 の創造 のための口実以外 の
何者 で もない状況 に対 し,フ ァッションデザ
イナー側 はテイス トとエ レガンスの名 の もと
に反撃 をは じあ,発 行部数の拡大 に ともない,
を軸 に展開 してきたが,は か らず も1968年と
一致 してい るのである。
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